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天
日

訪
中
を

控
え
た
束

ア
ヲ

ア
の

情
勢
が
、
中
砲
因
究
、
南

北
朝
鮮
対
話
、

台中
交
概
緊
密
化

な
ど
極
め
て

涜
動

的
な

一一
棟
相
を

み
せ
て

い
る

。
中
陥
債
雄
東
京
外

国
大

学
教
授

は
「

ア
ヲ

ア
情

勢
は

必
ず
し
も

楽
観
で

き
る

状
況に
な
く
、

そ
れ

……

だ貯
に

情
勢
を

き
め
細

か
く
見
極
め
る

と
と
も

に、
日
本

は
西
側

の
一
品
と
し
て

普
偏的
価値
を

掲
げ
て

の
ア
グ
ア
外
交

一一
が
必

要」

と指
摘

す
る

。

そう
簡単

に
は
国

際
協
調

の
た

め
の
シ
ス
テ

ム
が
で

き
な
い

。

さ
ら

に
ア

ヲ
ア

に
は
南

北
朝

鮮
、
中

国・
台

湾
と
いっ

た
雌

然
と
し

た
政
治
の
壁

が
あ

る
。

に
も

か
か
わ
ら
ず
、

その
政

治
の
壁

を
崩

す
よ
う
な
形で
、

経
済

の
動
き
、
人

の
涜

れ
が

動

き
始
め
て

い
る

。
中
台
聞
で

は

こ
の
三年
間

に
延

べ
三
百万
人

が
台

湾
か
ら

大
陸

に
渡っ
て

い

て
、
福
建
省

あ
た
り

は
す

で
に

台
間

の
影
智
下

に
入っ
て

い

る
。

香
港
も
、
深
州
経
済
特
区

や
広
東
省
だけ
で

な
く
華
南一

帯
に

香
港
ド

ル
が

通
用
し
て

い

る
。

こ
の
よ
う
に

公
な

国
際

関

係
の
シ
ス
テ

ム
と

は
遮っ

た
レ

覇
摘
を白
め
る
こ

とへ
の
脅威

ベ
ル
で
、
も

の
す

ご
く
流
動
化

感
や、
圏
内
的

に
民
主
化

要求

し
て

い
る

。

運
動

を
抑
え
る

立
場
か
ら
、
財

ー
そ

こ
に
は
ど

う
い

察
撃で
あ

る
に

も
か
かb

う
問
題
が

あ
り

ます
か

。

ら
ず
対
前
年
比一一
一i
一

四%

一
つ

は
、

ア
ヲ

ア
の
軍事
力

も
軍邸
慣を
増

大
し
て

い
る

。

が
最
近
む
し

ろ剤大
し
て

い
る

そ
し
て

そ
れ
が

特に

海軍β巳

と
の
見
方
が

あ
る

。
こ
れ

は
中

なっ
て

南
シ
ナ
海

の
南
沙
群且

国
が
、
ソ
連
崩
埴、

湾
岸
戦争

やベ
ト
ナ
ム
の

ト
ン
キ
ン
湾枇

以
来
、
米

国
が

ア
ヲ

ア
で

単
独

近
の

海底油
田
探
査

な
ど
を何

。
日
中。
に
西
側
警
戒
感

台
湾
奇
見
直す
動
き
も
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緊
張
高
ま
る
米
中
関
係ム

C
な
ど
が

あ
る

。
ア

ヲ
ア

で
は

中
国
は
ま
だ完
全
な
盛
業

国
家

だが
、
日
本

や
台

湾
は工
業

国

へ
の
転換
を

遂
げ
て

い
る

。
そ

う
し

た
遮
い
が
大

き
い

の
で
、

ーー
一口

に
寄っ
て

束

ア
ヲ

ア
は
安
定

化
に

向
か

っ
て

い
る

の
か
、
緊
張

に

向
かっ

て
い
る

の
か
、
ど

ち
ら
で

しょ
う

。

非
常

に
流
動

的
だが
、
必
ず

し
も
東
観
で

き
な
い

。

まず
、
米中
関
係

は
か
な
り

長
期
的

に
緊
張

す
る

の
で

は
な

い
か

。
米

国
で

最
も中

国
を

理

解
す

る
立
場

の
プッ

シュ
大

統

領
が
、
中

国
の
抗
議

に
も

か
か

わ
ら
ず、

台
湾へ

F
m
を

兜
る

決
断
を

し
た
こ
と

は
、
米

国
の

非
常

に
大

き
な
意
思
だと
思

う
。

そ
し
て

米
国

議
会
と

か
民

主
党

の
、
中

国
に
よ
り
厳
し
い

政

治ー
の

墜越

え

活

発

に

交

流

その
意
味
で

は
逆

に
、

今

日
本
が

ど
う
い

う
態
度
を

と一

か
に
よっ

て
、

ア
ヲ

ア
に

亙

る
影
響
力
が

非
常

に
大

き
く－

っ
て

く
る

の
で

は
な
い

か
と一

う
気
が

す
る

。

な
か
じ

ま・
み
ね
を
昭

和
十

一
年
五月
十

一
目
、
長
野
県
松
杢
市

生
まれ

。
翠京
外
…

原点
。

台
湾
は
、

今
は
米

国
に

視
し
、
近
代
的

な
科
学
技
術
を
一一

一
国

語
大

学中
国

科
卒
、
東京

大
学

大
学
院
社
会
学
研
究
科博
士
課
程
中
退
、社
会
学
博
士

。
…

川

ハ
イ
テ
ク
製
品
と

かバ
イ
オ
テ

取
り
入
れ
て

い
る

た
め
で
、
良
一一

ク
ノ
ロ
y

l
の
製
品
を

輸
出

し

業
を

工
業
と
調

和
の
と
れ

た
発
……

一
世
界
経
済
研
究
所
、
外
務
省
特
別
研
究
員、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア
国

立
大

学
客
員
教
授、
フ
…

…
ラ
ン
ス

国
立

国
首
係
セ
ン
タ
ー

煎パ
リ

政
章
院
客

員一教授
な
ど
を

経
て

現
在
案
外

…

し
て
工
業
と
調
和
と
り

時
ド
口
U
符
臨
時間山花た
が
間開
設

一一

国語大学
外

国
語
学
部
教
授・
海
外
事

情
研
究
所
所
長 。

…

何
と
いっ
て

も
盛
業

は
人
間

の
隼
存

に
とっ
て

最
も

大
き

な

し
て

い
る

。
こ
れ

は
盟
業
を

置

ベき
一
つ

の
理
想
的

な
姿
だ。

ーーエ
リ

ツィ
ン・
ロ

シ
ア

大
統
領
の
訪
日
延
期

は
束

ア
ヲ

ア
情

勢
に

轡
き

ます
か

。

訪
日
延
期自

体
は
日
ロ

の二

国
間

の
問
題
だし
、

今
の
束

ア

ヲ
ア

情
勢
は
経

済を中
心
に
動

い
て

い
る
が
、
ロ

シ
ア
の
束

ア

グ
ア

に
対

す
る

経
済
的

影
留

は

極
め
て

小
さ
い

の
で
、
ロ

シ
ア

の
出

方
が

今
す
ぐ
東

ア
少

ア
に

口
接
大

き
く
影
響

す
る

と
は
思

え
な
い

。
し

か
し
、

エ
リ

ツィ

ン
大

統
領

が
日
本

訪
問
を

やめ

て
韓
国
や中

国
を紡
れ
る

よ
う

な
結
果
を

招
い

た
点

か
ら
し
で

も
、
日
本
外
交

は
大

変
な
失
態

を
やっ

て
い
る

と
思

う
。

ーー
で

は
、

今
、
東

ア

手にた格 に がしベは体がかんれCく
がしり � こ 出雪 、ル 担的 、ななは 統 わそ

庖 ての Tれ ， 来統国「寅に しいり今合か れ三� 
こも国 大によ的際v」 猷iは か とと後に る は ア

う 、民 き比がトこ関あ 冠欧し思は窓向 。敵の
と臼総いベ つ 医欠係るレ州企ういす か欧州基
し本生 。アて州 つ州と示
ては産 園 乙Pい型 4圃血』 - ては 比的い三 子主 民アる 政 .... 圃圃．圃‘...／� い新ベ状る万芯 一は 。治 d盟暦？－．． 聞 哩� る しれ，況。 ルド 臼 人 ま 体 a蝿聾Fア － ＜；·匝昆 。 いばは

次に乙 当 ず 形 圃瞳私設遡圃醒F、 こEよ一 一.... ν� .. 一一一一そや的 格で て 曹歯画面ムア藩嗣置曹 五－＂＇ftにのすにま差、三 唱盟国ll:J，＃遇，� 百万、高上 いも たが台百 可盟W消極伊＼ ’ "'ft J台い
にシ問、 で湾五 A�－－.；；�姐 J fを湾呑

金スじ敵 きと十 ， 、 朝起、港
敵テテ州 ての ，J 鮮えシ は
安ムl各 い間前国中 対らか難鮮共民 、ン一
保がプ 困 るに 後は心しいらし）和主韓ガ万
会あ ル に 。三で依にア 。ニいは国主国ポ二
議つには 十 槌然あグこ千が算（韓はl千
やて つ歴 倍ばと る アれd千定北人四Jレ五E 、き史 の いし中のにぐ〆が朝民千が百

重富皇霊逗孟孟孟孟
①エリツイン・ロシア大統領の訪日延期

は、ill接にはアタア情勢に関係ない。②各国が比較的均質で歴史的にも同じテー
ブルについてきている敵州に比べ、アヲアは
格差が 大 きく政治 的 壁もあって協調のシ ステ
ムがで きていない。

③にもかかわらず、ア少アでは政治の壁 を
越え て経済の涜 れ 、人の動きが出てきている 。

④涜動化するアヲアの 情勢 は 必ず しも楽観
で きる もの ではなく、 こ れに対処するために

臼本は、西側の一員として普伺的価仰に基づ
く ことを明確にした外交方針を示すことが必

要。

d
u、

：’id

i－－LEtit－－EEEFEE

 
？、

g 、
・b大辺ι、4農

耕
民
族
と

、4

東京外国語

大学教授

中韓台の動向を見極めよ　日本農業新聞-1992.09.25


